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旧魁陽亭と小樽
老舗料亭の歴史の発掘と活用に向けて

高 野 宏 康　小樽商科大学グローカル戦略推進センター　学術研究員

旧
魁
陽
亭
の
正
面
（
平
成
30
年
６
月
撮
影
）



▼
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
旧
魁
陽
亭

　

北
海
道
を
代
表
す
る
老
舗
料
亭
と
い
わ
れ
た
旧
魁
陽
亭

は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
閉
店
後
、
閉
鎖
さ
れ

て
い
た
た
め
、
建
物
が
ど
う
な
る
か
、
心
配
す
る
人
が
多

か
っ
た
。「
外
国
人
が
購
入
し
、解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
噂
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
さ
さ
や
か
れ

た
こ
と
も
あ
る
。

　

実
際
は
、
同
二
九
年
に
一
般
社
団
法
人
・
空
家
空
室
対

策
推
進
協
会
の
紹
介
に
よ
り
、
総
合
不
動
産
業
の
イ
ン

フ
ィ
ニ
ッ
ト
ル
ミ
ナ
ス
（
東
京
）
が
買
収
し
、
翌
三
〇
年

十
月
、
不
動
産
投
資
業
オ
ー
ル
・
ケ
ア
・
ア
シ
ス
ト
（
札

幌
）
に
所
有
権
が
譲
渡
さ
れ
、
建
物
は
保
存
・
活
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
年
五
月
に
は
、小
樽
市
が
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産「
荒

波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
〜
北
前
船
寄

港
地
・
船
主
集
落
〜
」
の
構
成
文
化
財
の
一
つ
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
旧
魁
陽
亭
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

旧
魁
陽
亭
の
建
物
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
の

建
築
と
い
わ
れ
、
小
樽
市
指
定
歴
史
的
建
造
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
博
文
が
使
用
し
た
白
綸
子
の
布

団
、
石
原
裕
次
郎
の
着
物
な
ど
、
訪
れ
た
国
内
外
の
著
名

人
の
ゆ
か
り
の
品
々
、
創
業
以
来
の
歴
史
資
料
な
ど
、
邸

内
に
遺
っ
て
い
る
膨
大
な
資
料
も
大
変
重
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
調
査
は
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
な

く
、
そ
の
実
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

平
成
三
〇
年
九
月
、「
旧
魁
陽
亭
の
歴
史
を
生
か
し
て

活
用
し
た
い
」
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
を
受
け
て
、
小

樽
商
科
大
学
と
共
同
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

共
同
研
究
の
目
的
は
、
資
料
調
査
に
基
づ
き
旧
魁
陽
亭
の

歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

し
、
活
用
に
際
し
て
の
基
本
情
報
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

同
年
度
の
調
査
に
よ
り
、
著
名
人
ゆ
か
り
の
品
、
経

営
文
書
、
書
簡
、
写
真
、
建
築
図
面
、
陶
磁
器
類
な
ど
、

二
千
点
以
上
の
資
料
が
確
認
さ
れ
、
創
業
以
来
の
旧
魁
陽
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亭
の
歴
史
の
全
貌
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

▼
旧
魁
陽
亭
の
歴
史
的
意
義
と
は

　

旧
魁
陽
亭
は
、「
魁
陽
亭
」「
開
陽
亭
」「
海
陽
亭
」
と

三
度
名
前
を
変
え
つ
つ
、
百
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
多

数
の
著
名
人
た
ち
が
訪
れ
、
日
露
戦
後
の
「
樺
太
国
境
劃

定
会
議
」
後
の
祝
宴
、
石
原
裕
次
郎
の
「
愛
の
逃
避
行
」

な
ど
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
無
数
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
旧
魁

陽
亭
が
小
樽
の
歴
史
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ

て
い
た
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

　

旧
魁
陽
亭
は
高
級
料
亭
で
あ
り
、
広
く
一
般
向
け
に
邸

内
が
自
由
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
十
三

（
二
〇
〇
一
）
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
分
た
ち

に
は
縁
遠
く
、
敷
居
の
高
い
料
亭
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る

市
民
も
少
な
く
な
い
。
今
後
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
あ
ら

た
め
て
旧
魁
陽
亭
の
歴
史
的
意
義
を
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

旧
魁
陽
亭
の
ル
ー
ツ
は
、
安
政
初
期
に
遡
る
と
い
わ
れ

る
。
初
代
越
中
屋
旅
館
の
主
人
の
乾
児
（
子
分
）
で
、
元

官
船
・
通
済
丸
の
賄
い
方
を
し
て
い
た
松
井
某
と
い
う
人

物
が
「
魁
陽
亭
」
の
名
前
で
創
業
し
た
と
伝
わ
る
が
詳
細

は
定
か
で
は
な
い
。
現
在
地
に
建
物
が
で
き
た
の
は
明
治

初
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
、
海
を
望
む
こ
の
山
ノ
上
の
丘
に
は
弁
天
社
が

あ
っ
た
。
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
八
月
、
弁
天
社
に
住

吉
大
神
が
仮
奉
納
さ
れ
、
同
四
年
に
量
徳
町
に
移
転
を
経

て
、
同
十
四
年
に
現
在
の
住
吉
神
社
と
な
っ
た
。
海
の

神
を
祀
る
弁
天
社
の
跡
地
に
魁
陽
亭
が
建
て
ら
れ
た
こ
と

は
、
魁
陽
亭
の
原
点
が
小
樽
に
寄
港
し
た
北
前
船
主
や
船

乗
り
た
ち
に
親
し
ま
れ
た
料
亭
で
あ
っ
た
歴
史
を
象
徴
し

て
い
る
。「
北
前
船
」
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
。

　
「
魁
陽
亭
」
時
代
の
資
料
は
絵
図
や
記
事
以
外
ほ
ぼ
存

在
し
な
い
が
、
今
回
の
調
査
で
邸
内
に
創
業
時
か
ら
使
用

し
て
い
た
と
伝
わ
る
九
谷
焼
が
確
認
で
き
た
。
九
谷
焼
は
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江
戸
時
代
初
期
に
石
川
県
山
中
町
（
現
・
加
賀
市
）
で
誕

生
し
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
北
前
船
に
よ
っ

て
各
地
に
流
通
し
た
歴
史
を
持
つ
。
九
谷
焼
は
北
前
船
に

よ
る
小
樽
と
加
賀
の
つ
な
が
り
を
示
す
痕
跡
な
の
で
あ

る
。

　

調
査
の
結
果
、
こ
の
九
谷
焼
は
明
治
期
の
も
の
で
、
江

戸
後
期
の
文
化
年
間
に
活
躍
し
た
陶
工
、
青
木
木
米
の
写

し
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
・

中
越
康
介
学
芸
員
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
こ
の
九
谷
焼
は

魁
陽
亭
の
ル
ー
ツ
を
示
す
ほ
ぼ
唯
一
の
物
的
資
料
と
し
て

歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
「
魁
陽
亭
」
は
明
治
二
九
年
四
月
二
七
日
の
住
ノ
江
大

火
で
類
焼
し
た
後
、
函
館
か
ら
小
樽
へ
渡
っ
て
来
た
宮
松

家
が
譲
り
受
け
、「
開
陽
亭
」
と
名
称
を
変
え
、
以
降
、

宮
松
家
の
三
代
の
女
将
が
経
営
を
担
っ
た
。
今
回
の
調
査

で
、
宮
松
家
の
前
に
住
吉
金
八
と
い
う
人
物
が
経
営
し
て

い
た
が
、
行
き
詰
ま
り
、
魁
陽
亭
を
惜
し
む
藤
山
要
吉
ら

海
運
業
者
の
仲
介
で
宮
松
家
が
経
営
者
と
な
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

昭
和
初
期
、
世
界
情
勢
の
影
響
で
市
内
に
軍
人
が
た
く

さ
ん
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
開
陽
亭
は
海
軍
の
親
睦
団

体
、
水
交
社
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和

七
（
一
九
三
二
）
年
頃
、
王
子
製
紙
社
長
と
し
て
樺
太
と

の
往
復
の
合
間
に
頻
繁
に
小
樽
を
訪
れ
て
い
た
藤
原
銀
次

郎
の
発
案
で
「
海
陽
亭
」
に
改
名
す
る
と
、
小
樽
の
人
た

ち
だ
け
で
な
く
、
海
軍
軍
人
た
ち
の
共
感
も
呼
ん
だ
と
い

う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
創
業
以
来
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、「
海
」
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
小
樽
の
ま
ち
を
象
徴

す
る
料
亭
で
あ
る
こ
と
が
旧
魁
陽
亭
の
本
質
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
本
年
度
の
共
同
研
究
で
は
、
個
々
の
資
料
の

分
析
を
進
め
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
活
用
に
向
け
て
、
地
道
な

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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